
  

日本水道新聞社の月刊雑誌： 

水道公論 61（1）: 96-108, 2025 年 1 月号 

雑誌の印刷は白黒。写真を元のカラーへ、追記もした。 

湖
沼
学
か
ら
ダ
ム
湖
学
、
応
用
生
態
学
だ
。 

自
然
現
象
の
応
用
・
応
用
生
態
学
を
実
践
し
て
き
た
。 

ダム湖の生物現象を研究するなら、新しい発見があるかもと思った。 



 

湖沼学では、水深が一番大きい深い、湖心での水の垂直循環を考えるの
が普通であった。でも、ダム湖は、水深が一番深いのは、放流口、ダム
湖堰堤近くだった。 

ダ
ム
湖
は
、
水
利
用
を
目
的
に
建
設
さ
れ
、
流
入
水
の
影
響
が
大
き
い
。

流
入
部
で
の
生
物
現
象
に
注
目
し
た
。 

ダ
ム
湖
の
水
位
は
変
動
す
る
の
が
普
通
。

海
抜
高
度
で
表
記
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。 

新しい発想で、菅平ダム湖を研究しだした。 



 
菅平ダム湖は、洪水調節、農業用で放流し、その放流水で発電。
この水を水道水源としても使っていた。 

小島貞男さんの生物現象に関する本は役立った。 

多
目
的
ダ
ム
は
、
目
的
に
合
わ
せ
て
水
運
用
を
し
て
い
た
。 

満
水
と
、
水
が
無
い
時
を
く
り
返
し
て
い
た
。 



 

灌漑水は冷水被害がある。菅平ダム湖は表層の温水放流をしていた。 

ダ
ム
湖
へ
の
栄
養
塩
は
ど
こ
か
ら
と
、
集
水
域
を
調
べ
た
。 

 

集水域生態系の結果がダム湖に影響という考えがあり、集水域を調べた。 



 

日本の山岳地帯は、降水量が多い。山間のダム湖は、直ぐに満水になる。 

水
位
が
低
い
時
は
、
濁
り
水
が
ダ
ム
堰
堤
ま
で
来
る
。 

 

染屋浄水場は、千曲川の伏流水を取水。 
濁りがないので、ろ過池だけだった。 

冬
期
は
、
水
面
は
凍
結
。
流
入
水
は
水
温
が
高
い
。
取
水
口
は
水
を
循
環
さ
せ
、
凍
結
防
止
を
し
て
い
る
。 



 

大正 12 年の創設時のろ過池が現役。
それは漏水しにくい斜め壁。 

斜
め
壁
の
ろ
過
池
は
、
バ
ル
ト
ン
の
教
科
書
に
も
書
か
れ
て
あ
る
。 

戦
後
、
昭
和
２
８
年
か
ら
、
支
流
の
神
川
か
ら
自
然
流
下
で
導
水
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。 

新しい技術の薬品処理の急速ろ過が良いと思われた。 
新しい技術という言葉が魅力的だった。 



 

戦後は、新しい技術の薬品処理の急速ろ過が盛ん
に勧められ、導入が盛んであった。 

大阪の柴島浄水場では、濁り対策で凝集剤を常に使っていた。 
生物が活躍しにくく、砂層深くまで、汚れていた。 

英
国
式
の
緩
速
ろ
過
は
単
純
で
、
水
質
が
良
か
っ
た
。

で
も
古
い
技
術
と
業
界
は
盛
ん
に
宣
伝
を
し
た
。 

汚泥処理が大変だった。 

緩
速
ろ
過
処
理
の
権
威
の
誤
解
を
指
摘
し
に
く
い
。 



 
小島さんが東京都境浄水場の砂の様子を調べた報告では、 
砂が深くまで汚れていた。生物処理を誤解していた。 

ア
メ
リ
カ
で
は
、
藻
が
悪
い
と
い
う
の
が
常
識
に
な
っ
た
。 

薬品処理の急速ろ過では、藻臭が除けず、藻が悪者になった。 

高
度
成
長
期
に
は
、
「
お
い
し
い
水
」
を
求
め
、
東
京
都
水
道
局
で

活
躍
し
た
小
島
さ
ん
が
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ブ
ッ
ク
ス
で
解
説
本
を
出
し
た
。 



 

緩
速
ろ
過
と
い
う
言
葉
に
は
、
生
物
の
活
躍
を
イ
メ
ー
ジ
で
き
な
か
っ
た
。 

戦
後
、
米
軍
は
、
日
本
の
全
て
の
水
道
水
に
塩
素
添
加
を
強
制
し
た
。
そ
れ
が
現
在
ま
で
続
い
て
い
る
。 

1962（昭和 37）年、 
カーソンの『沈黙の春』は塩素が有機物と反応し、発癌物質を生成し、
生物濃縮で、想定外の生物まで影響されるのを警告した。 

細菌除去だけなら、塩素で殺菌すれば良い。おいしい水、それ
は、人間の本能で、良い水と反応する。おいしい水を飲みたい。 



 

1974（昭和 49）年、消費者レポートでハリスらは、急速ろ過の
危険性について警告し、世界中で問題になるきっかけになった。 

薬
品
を
使
わ
な
い
、
緩
速
ろ
過
で
は
、生
物
群
集
が
活
躍
し
て
浄
化
し
て
い
た
。 

塩
素
と
有
機
物
と
反
応
し
、
発
癌
物
質
が
生
成
す
る
の
を
警
告
。 

藻は悪者でなかった。 



 藻が繁殖し、微小動物が増え、入ってくる濁りを捕捉し、
分解するのに役立っていた。 

見
た
目
は
悪
い
が
、
藻
は
役
に
立
っ
て
い
る
と
解
説
。 

染
屋
浄
水
場
の
ろ
過
池
で
は
藻
の
繁
殖
は
凄
か
っ
た
。 

藻を殺さないようにしたら、目詰まりが解消した。 



 

生物が活躍すると、砂層内は、だんだんときれいになるので、
砂層深くは汚れにくい。 

生
物
が
活
躍
す
る
染
屋
で
は
、
砂
の
汚
れ
は
表
面
近
く
だ
け
。 

生
物
群
集
が
活
躍
す
る
の
が
緩
速
ろ
過
。 

化学薬品処理の急速ろ過では、藻で困っていた。そこで、藻を殺すの
が良いと勧められた。それを、生物処理に導入したのが誤解の始まり。
緩速ろ過という名前では、生物が主役とはイメ－ジできなかった。 



 

藻の繁殖が悪いと思って、殺藻剤を添加していた時は、
夏のろ過継続日数は、短くしていた。 

緩
速
ろ
過
と
い
う
言
葉
で
、
生
物
群
集
に
よ
る
浄
化
を
誤
解
し
て
い
た
。
生
物
浄
化
法
と
言
い
出
し
た
。 

皆が購入しやすいように、 
信州大学繊維学部同窓会に廉価にと、定価 1500 円にしてもらった。
オールカラーで写真が豊富。注文して手に取ってみてください。 

日
本
で
唯
一
の
緩
速
ろ
過
を
生
物
群
集
に
よ
る
浄
化
と
い
う
考
え
の
解
説
本
。 


